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)10(),( 2  tttP としたとき、 P における Lの接線は 
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PBC△ の面積は P と直線 1x の距離が t1 であるから )2)(1(
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(2) 

P 以外の 2頂点を RQ, とする。△ PQRがM に含まれるためには、 RQ, は△ ABC(周を含む)に含まれる 

必要がある。例えば、 R が線分 PBを除く領域 PBD内にあるとき、線分 PRと Lの一部 PDは交差するから 

である。 RQ, が周を除く△ ABCの内部にあるとき、 PRPQ, の延長が ABまたは BCと交差する点を、 

それぞれ RQ , とする。また、例えば△ PQRの面積を )( PQR△ と表すことにする。 

 

このとき、右図より、 )()( RQPPQR  △△ は明らかである。 

したがって、 RQ, は AC上または BC上にあると考えてよい。 

点 CBA ,, も含む。 

 

 

i) RQ, がともに AC上にあるとき )()( PACPQR △△  は明らかである。 

ii) RQ, がともに BC上にあるとき )()( PBCPQR △△  は明らかである。 

 

 

 

iii) Qが AC上、 R が BC上にあるときにあるとき  

 PRの傾きが正ならば )()()( PBCPCRPQR △△△   

 PRの傾きが 0ならば )()()( PCRPARPQR △△△   
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 PRの傾きが負ならば )()()( PACPARPQR △△△   

 

iv) Qが BC上、 R が AC上にあるときにあるとき iii)と同様。 
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結局、 )( PQR△ の最大値は )( PAC△ または )( PBC△ であるから、 )(xf は(1)で求めた )(),( xhxg のうちの 

大きい方である。 
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増減は右の通り。 
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)(xfy  のグラフは下の通り。 
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